特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年03月06日　　502号　　
第18回自然と環境講演会　　1日　　35人参加　　佐々木健さんは自らの登山歴を語り、小さいころに父親に連れられて山や自然に関心を持ち氷壁や絶壁を登り、もろもろの山のガイドをこなすようになってきた。そして消防職員に山岳救助を指導する立場にある。危険な場所への挑戦となるので日頃から訓練を欠かせなく、階段を上るときや鴨居などを利用しながら体力の向上を図っている。現在使用している雪渓や氷壁をアタックするときの装備品を紹介された。またピンチを助けられた時の教訓はきちんとして装備を備えているかどうかが生きて帰れるかの分かれ道になると例を挙げてお話があった。引き続く佐々木英夫さんは北海道で生まれ、高校時代に旭岳を縦走した記録を発表して以来山に関わる人生を歩むきっかけとなった。退職して以後深田久弥の百名山を極めてみようと取り組んだ。そして園山の絵をかきとめようとして完登できた。こうした取り組みには事前に調べる楽しみと登山する楽しみ、そして下山してからの資料整理をする。山登りには三つの楽しみがある。現在は人の倍の時間をかけて山に挑戦している。と楽しみをお話しいただいた。これまでとは一味違った講演会となった。お聞きになった方々の感想は、大変に良かったと心から満足されていました。お話いただいた両佐々木先生有難うございました。
里山展　260人来所　25日～2日　　里山の会の13年度の主な取り組みの紹介と合わせて台風や水害浸水の頻繁な出来事の地元足元の様子を写真での説明できるように苦労した。そして里山農園の最初から今日までの姿と今後の方向を見出せるように工夫したつもりである。そして植物関係では木津川の希少植物の調査結果に基づくデータ―を発表した。これなどはどこにもない貴重なデータとなるものです。展示の急所を十分お話できればきっとお役に立ったものですが、あいにく折目の時間があまりにも少なかったのが心残りであった。それにしても昨年を上回る260人の方々がご覧になっていただいた。有難うございました。
木津川展　22日～2日　17団体から出展があって、展示物の充実度は回を重ねるごとに腕前が上がり、かなり充実した発表となっていた。訪問者も足の便が悪いのに多くの皆さんに来ていただいた。この場所は駐車場も自分たちの占用で使用できるので、自家用車で来られる方にとっては案外使いやすい施設でもある。連たこつくりや竹細工や木工細工など子どもたちにとって楽しいコーナーも充実してきた。全体では約250人の出席者名簿記載があった。
第7回近畿子どもの水辺　京都大会準備のための会議27日開かれる6年前にテルサを主会場に開催されてから早くも近畿を一巡りして二順目の開催が巡ってきた。大阪滋賀とまわり京都奈良兵庫と移っていく。京都らしさをいかに表現するかがカギで、京料理・和食時代だから食べることにこだわればとヒント発言があった。なかなか予算もあってのことで、次回には学生など若者を主力に考えていくことを確認した。3月27日をめどに次回事務局の日取りを確認して散会した。
2014年通常総会は4月25日（金）の予定。　　第3回理事会　3月25（火）日の議案を決定します。
第7回親子花見乗船体験　　4月6日(日)　 10時～14時30分　少雨決行　参加費無料　　先着順200人まで
参加申し込みＦＡＸ　住所　氏名　年齢　連絡方法を記載のこと。協力摂南大学・エコシビル部　藤田カヌー。
ｶｽﾐｻﾝｼｮｳｳｵ調査3月15日（土）　　10時　普賢寺小学校前集合　指導・・桜谷保之先生　12時まで
木津川読本解説会　　3月8日（土）　四季彩館　　3月9日(日)西小倉コミセン　　　　　3月15日（土）今池コミセン　　3月16日（日）京田辺市中部住民センター　　　3月22日（土）木津川市木津川流域センター
会誌36号原稿の締め切り3月20日（木）　多くの方々の寄稿をお願いします
年間活動のイベントについて　希望があれば取り入れます。ご意見をお寄せください。今年は昨年出来なかった木津川での魚とりをぜひ実行するつもりです
木津川読本の入手希望が早くもお二人から届いています。木津川沿川の小・中学校から希望があればできるだけ送付するつもりです。この本には写真が266枚。図と絵が40枚が掲載され平均3枚以上の説明絵図が用いられているのでわかりやすくなっています。漢字にはふりがながあって子どもたちにも親切に編集されている。これは国交省が木津川の砂州を6年間かけて調査してきた資料がベースとなっている。そしてその研究者数は30名を軽く突破する先生方が関わってこられました。そして地元の理科に関わる先生方も加筆して、幅広いデータが満載です。総合的な読み物となっています。きっと歓迎していただけると思います。
観梅ハイキング　3月16日（日）10時　近鉄富野荘駅東出口　出発　青谷梅園まで徒歩（約50分）参加費無料
雨天中止　問合せ先　090-3051-1686（山本）まで　飲み物　弁当　雨具など持参ください　差し入れ大歓迎
